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環境汚染物質が魚類細胞に及ぼす細胞遺伝毒性に関する研究

教授  高 井 明 徳

最近、環境汚染物質の細胞遺伝毒性 (発が

ん物質などによるi宣伝子への悪影響 )が大き

な問題となっている。水環境はさまざまな汚

染源からの汚染物質が汚染しており、汚染物

質の化学的同定は容易ではない。生物、特に

魚類を用いるバイオアッセイは、多様な汚染

物質の影響を広 く調べるモニタリングに複合

的な影響も含め検出できるということで注目

されている。

小核試験は染色体異常の間接的検出法とし

て細胞遺伝毒性検出に広 く用いられている。

この方法を魚類に用いることで水環境中の汚

染物質の細胞遺伝毒性の検出に有効であるこ

とは示されてきた。しかし、魚類を用いる小

核試験を応用する上においての基礎的データ

に関しては十分とはいえない。

今回の研究では、用いる魚体の大きさおよ

び′1生が魚類細胞の小核誘発の感受性に及ぼす

影響、およびそのような感受性が小核試験結

果に及ぼす影響について検討を行った。

今回の研究は、鯉細胞について小核誘発の

感受性として行ったが、鰊細胞は私たちのグ

ループなどで研究が進められ、血液細胞に替

わる新 しい小核試験に用いる組織として評価

が定まりつつある。

今回は、ヒメダカを用いて、4Gyの X線照射

を行った30匹の個体と未処理の30匹 について、

鰍細胞における小核誘発頻度を求め、実験直

前に測定 した体重および体長、性別との関係

について分析 した。X線照射を行った個体に

ついては24時 間後にサンプリングを行った。

今日の結果、無処理個体の鯉細胞における

小核頻度は雄・雌共に0.8%。 で雌雄間に有意な

差 |よ 示されなかった。X線 を全身照射後24時

間のIE体の小核頻度は、雄が7.8%。 、雌が6.5%。

で有意な性差は認められなかった。

また、無処理群、X線処理群のいずれでも

小核頻度の変動は、体重に依存せず、ポアソ

ン分布から期待される分布とほぼ一致した。

これらの結果は、メダカの鯉細胞を用いるだヽ

核試験系は変異原性の検出系として信頼でき

るものであることを示す。

よって、今後ヒメダカを用いる小核試験に

ついては、体重や性別による小核頻度の相違

は考慮する必要がないことが示された。ただ

し、今回の結果は X線照射に関するもので、

環境汚染物質の本体である化学物質について

は異なる点がある可能1生があるので、さらに

研究する必要がある。

本研究の成果は、環境変異原学会第32回大

会で発表を行い、その内容は変異原物質研究

の国際誌Mutation Research誌 (Elsevier)に掲

載された。
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